
令和５年度一般選抜 正解・解答例等（出題の意図を含む） 

 
【前期（化学基礎・化学）】 

Ⅰ 

・出題意図： 
化学平衡の基本的性質および平衡の移動に伴う物質量変化などの計算力を問う。 
 
 
・正答例 
問１ 

ア：  [𝑍𝑍]𝑧𝑧

[𝑋𝑋]𝑥𝑥 [𝑌𝑌]𝑦𝑦
 

イ，ウ： X，Z（順不問） 
エ： Y 
オ： 右 
 
問 2 
温度一定なので平衡定数は変化せず，K と K’は等しくなる。（28 字） 
 
問 3 
問 A 
[HA]= c (1−α) 
[A−]＝ cα 
[H+]＝ cα 
c t= c (1+α) 
 
問 B 
pH=−log10[H+]＝3.0 より，[H+]=10−3 mol/L 
問 A より，[H+]=cαI=10−3 
ここで c =1.0 mol/L より，αI=1.0×10−3 

また，Ka=[A−][H+]
[HA]

と表せ，問 A より Ka= 𝑐𝑐2𝛼𝛼I2

𝑐𝑐(1−𝛼𝛼I)
= 𝑐𝑐𝛼𝛼I2

1−𝛼𝛼I
 

1−αI≒1 とすれば，Ka=cαI2=1.0×10−6 mol/L 
 



Ⅱ 

 

・出題意図： 

無機化学の基礎的知識および化学的思考力を問う。 

 

問

１ 

（ア） 

非共有電子対 

（イ） 

配位(結合) 

（ウ） 

配位子 

問

２ 

[［Zn(NH3)4］2+の名称] 

テトラアンミン亜鉛（Ⅱ）イオン 

[［Fe(CN)6］4-の名称] 

ヘキサシアニド鉄（Ⅱ）酸イオン 

問

３ 

               

シス形                              トランス形 

問

４ 

生成するモル数： １ モル 

[説明] 錯塩 1 つあたり塩素イオンは３つ存在するが、そのうち２つはコバルトイオンと強い配位結合により

錯イオンを形成しており容易に塩素イオンとして遊離できない。しかし、イオン結合で錯塩を形成してい

る残る 1 つの塩素イオンは水に可溶で遊離し、銀イオンと反応し塩化銀を生じる性質を持つため。 

問

５ 

問

A 

[反応式]   Fe → Fe2+ + 2e-    

[説 明] 溶液の中央部で鉄 Fe が酸化されて鉄イオン Fe2+が生じ、ヘキサシアニド鉄（Ⅲ）酸カリウ

ム K3［Fe(CN)6］と反応して青色の物質を形成したため。 

問

B 

[反応式]    O2 + 2H2O + 4e- → 4OH-   

[説 明] 問 A の反応で放出された電子 e-が鉄板中を伝わり、溶液の周辺部で空気中の酸素 O2と

反応し水酸化物イオン OH-が生じてアルカリ性となりフェノールフタレインが薄い赤色に呈色したた

め。 

 

Cl− Cl− 

Cl− 

Cl− 

NH3 NH3 

NH3 

NH3 

NH3 

NH3 NH3 

NH3 



Ⅲ 

・出題意図： 
糖類の基本的性質や構造に関する知識および物質量変化の理解度や計算力を問う。 
 
・正答例 
問１ 
（ア）α-グルコース 
（イ）アミロース 
（ウ）コロイド 
（エ）アミロペクチン 
（オ）α-1,4-グリコシド 
（カ）α-1,6-グリコシド 
（キ）マルトース 
（ク）β-グルコース 
（ケ）セロビオース 
（コ）濃硫酸 
 
問 2 
(a) 7.66 g / 222 (g/mol) ≒ 0.03450 mol  
(b) 0.31 g / 208 (g/mol) ≒ 0.00149 mol  
(c) 0.35 g / 236 (g/mol) ≒0.00148 mol  
物質量比：(a):(b):(c) ≒ 23:1:1  
重合度を n とすると(C6H10O5)n なので、162n = 8.2×105 より、n ≒ 5.06 × 103  

枝分かれは、5.06×103 ×1 / (23+1+1) ≒ 2.02 × 102 個  
 
問 3 
セルロースをシュバイツァー試薬に溶解させ、希硫酸中で細孔から押し出すことで銅アン
モニアレーヨン（キュプラ）ができる。 
 
問４ 
全てのセルロースがトリニトロセルロースになる時の反応式は、 
[C6H7O2(OH)3]n+3nHNO3→[C6H7O2(ONO2)3]n+3nH2O 
Xg のセルロース中の全ての-OH がエステル化された時に生じるトリニトロセルロースの
質量は、 
X/162n✕297n＝1.83X 
55％がエステル化されたので、 



(350-X)/(1.83X-X)✕100＝55 
X=240    240g 




